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地
罎
対
鏑
重
つ
の
ポ
f
，
ト

　
グ
ラ
ッ
、
地
震
は
い
つ
ど
ん
な
と
き
に
襲
っ
て
く
る
か
分

か
り
ま
せ
ん
。
さ
る
六
月
に
は
イ
ラ
ン
で
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

7
ク
ラ
ス
の
大
地
震
が
あ
り
、
四
万
八
以
上
の
方
が
亡
く
な

り
、
つ
い
最
近
で
は
フ
ィ
リ
ピ
ン
で
も
大
地
震
が
発
生
し
、

四
百
人
以
ヒ
が
亡
く
な
る
と
い
・
7
1
被
害
を
出
し
て
い
ま
す
，

　
瓦
月
一
日
は
、
「
防
災
の
日
」
＝
．
各
地
で
防
災
訓
練
が
行
わ
れ

ま
す
。
積
極
的
に
参
加
し
て
、
避
難
の
仕
方
、
消
火
器
の
使

い
方
、
応
急
救
護
の
方
法
な
ど
を
こ
の
機
会
に
身
に
付
け
ま

し
よ
¶
つ

　
ま
た
、
各
家
庭
で
は
、
地
震
が
起
き
た
と
き
ど
う
ず
れ
ば

よ
い
か
、
い
ま
一
度
き
ち
ん
ン
話
し
合
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
役

割
な
ど
を
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　
目
本
は
、
世
界
で
も
有
数
の
地
辰

国
で
す
　
過
去
に
数
多
く
の
地
震
り

起
き
て
い
ま
す
．
な
か
で
も
た
H
卜

、
．
年
孟
月
　
日
の
関
東
大
辱
…
穴
で
は

レ
四
〃
尺
も
の
叱
者
∴
二
方
不
明
昔

．
」
出
ま
し
た
．
こ
カ
レ
　
き
の
教
訓
を

生
か
一
げ
た
い
’
ン
の
で
あ
一

　
・
て
こ
で
、
　
い
ま
地
「
’
．
か
発
止
王
一
「
た

・
レ
レ
一
の
レ
♪
う
に
［
∬
動
ず
赴
は
よ
い
の

で
」
よ
う
か
7
戸
本
的
な
ホ
イ
ン
ト

を
丘
つ
に
圭
と
め
て
み
ま
し
た
．

0
ま
ず
わ
が
身
の

　
　
　
安
全
を
守
れ

　
7
ラ
ソ
、
地
．
h
た
ノ
て
も
あ
わ
て

な
い
、
・
め
わ
て
な
い
　
上
洛
’
り
吹
沸
い
て

行
動
し
ま
し
ょ
う
．
．

　
｛
叡
の
中
に
い
て
地
震
に
’
め
、
た
・
り
、

す
ば
や
ー
テ
ー
ブ
ル
、
机
、
ベ
ッ
ド

な
ど
丈
夫
な
家
具
の
ド
に
身
を
に
し
、

糠
露
髄
篇
は
魁
誓
ン
嫁

の
E
の
物
が
落
ち
て
き
た
り
す
る
危

険
が
あ
る
か
ら
で
す
　
部
屋
の
中
で

は
曾
や
け
き
わ
が
比
較
的
安
全
　
窓

ぎ
わ
は
大
変
危
険
な
場
所
「
・
す
．
．
落

下
物
の
・
つ
’
り
、
　
特
に
ガ
ラ
ス
の
酔
取
臣
h

に
は
注
心
し
ま
し
よ
う
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テ
ー
ブ
ル
や
机
が
近
く
に
な
い
と

き
は
、
座
布
団
や
カ
バ
ン
、
本
な

で
唄
部
券
一
保
植
民
－
冒
て
く
だ
冠
－
い
．
．
・
て

の
と
き
．
唄
部
と
座
布
団
な
ど
の
間

隔
は
、
少
し
離
し
ま
し
ょ
う
．
空
間

が
ク
ッ
．
ン
ヨ
ン
の
役
剖
を
果
た
し
て

く
れ
ま
す
．
何
も
持
ち
合
わ
せ
が
な

か
．
た
ら
、
予
の
ひ
ら
を
下
に
向
け

’
、
、
ア
で
唄
を
保
護
し
ま
し
ょ
う
．
．

も
し
r
の
ひ
ら
を
上
に
向
け
る
と
、

落
下
物
て
血
管
を
切
る
お
そ
れ
が
あ

り
ま
ナ
．
．

國
す
ば
や
く

　
　
　
火
の
始
末
を

　
火
の
始
末
．
．
ま
ず
、
近
く
で
使
っ

濯
、
い
る
火
を
消
す
こ
と
で
す
．
使
用

中
の
ガ
ス
こ
ん
ろ
の
器
具
栓
、
．
肥
栓

を
止
め
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
を
消
し
、

電
気
器
具
類
の
コ
ー
ド
を
抜
く
な
ビ
、

火
は
．
肥
か
ら
断
ち
ま
し
ょ
う
．
村
震

白
日
動
消
火
装
訓
か
つ
い
’
、
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ノ
、
’
⊃
｛
女

心
は
禁
物
で
す

　
火
が
出
た
ら
．
す
ば
や
く
消
火
活

動
を
＝
．
そ
の
た
め
に
は
、
出
火
し

た
レ
一
き
「
火
を
消
せ
ノ
．
」
レ
一
家
族
で
声

を
か
け
あ
う
と
、
ち
わ
て
ず
に
行
動

で
き
ま
す
　
ま
た
、
自
分
自
身
を
げ
、
μ

峰
三
乙
き
っ
か
け
に
も
な
り
鵡

時
【
隣
近
所
へ
の
呼
び
か
け
に
三
・
な

り
士
ふ
」
｝
．

　
も
し
火
の
．
兆
か
ら
離
れ
て
い
た
り
、

声
，
み
＼
に
火
の
始
末
が
で
㍉
、
な
い
場
へ
目

は
、
心
の
中
で
チ
．
｛
ッ
ク
し
、
孤
れ

が
止
ま
・
、
た
ら
す
ぐ
に
消
し
ま
し
よ
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う
な
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震
で
最
も
恐
ろ
し
い
の
は
、
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
門
戸
を
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け
て
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も
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で
す
　
過
去
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
ロ
の
確
保
を

地
山
を
み
’
、
も
大
規
模
な
地
震
の
と

き
は
必
ず
火
災
が
発
生
し
｛
、
い
ま
す
。
　
　
　
地
震
の
と
き
忘
れ
て
な
ら
な
い
の

関
東
大
辰
巳
も
火
災
が
発
生
し
な
か
　
　
は
、
非
常
脱
出
口
を
確
保
す
る
こ
と

　
一
．
た
ら
、
大
惨
事
に
な
ら
ず
に
す
ん
　
　
で
す
．
マ
ン
シ
ョ
ン
や
ア
パ
ー
ト
な

だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
．
．
地
．
辰
が
起
　
　
　
ど
の
高
層
住
宅
で
は
、
地
辰
に
よ
っ

こ
っ
た
ら
火
を
出
さ
な
い
よ
う
、
ビ
　
　

て
ド
ア
が
ゆ
が
み
、
旧
刑
か
な
く
な
る

ん
な
小
さ
な
地
辰
4
、
も
火
を
消
す
習
　
　
　
こ
と
が
あ
り
ま
す
．
宮
城
県
沖
地
震

慣
を
身
一
に
付
け
ま
」
よ
う
．
．
　
　
　
　
　
　
の
際
に
そ
の
よ
う
な
こ
レ
一
が
起
こ
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ま
し
た
．
こ
の
よ
う
な
レ
一
き
　
も
し

　
団
あ
わ
て
て
外
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
火
災
か
発
生
し
た
・
り
大
変
な
ご
レ
一
に

　
　
　
　
飛
び
出
す
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
り
ま
す
　
地
ド
に
お
い
て
も
同
じ

　
日
広
－
の
家
一
屋
は
、
老
朽
｛
氷
屋
は
別
　
　

で
す
．
必
ず
．
戸
を
開
け
て
、
出
日
を

に
し
ノ
、
、
木
造
に
し
ろ
、
”
筋
コ
ン
　
　
雌
保
し
ま
し
ょ
う

ク
ー
－
1
卜
造
り
に
し
ろ
、
そ
の
ほ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
避
難
は

ん
ビ
汁
耐
辰
性
に
伎
れ
て
お
り
．
建

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
指
示
に
従
っ
て

物
が
．
瞬
に
し
’
、
倒
壊
す
る
心
配
は

ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
　
反
．
射
的
に
　
　
　
　
溝
岸
地
帯
で
は
鍵
波
」
、
山
ぎ
わ

外
に
飛
」
出
す
の
は
大
変
危
険
な
ご
　
　
や
へ
傾
掃
地
域
乱
は
、
山
崩
丸
ヤ
リ

レ
三
、
す
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
崩
刀
ワ
起
こ
る
危
険
が
あ
り
ま
す

　
大
き
な
地
．
辰
の
と
き
は
、
屋
外
は
、
　
　
市
役
所
、
国
防
署
、
イ
一
察
署
な
ビ
の

r
瓦
や
突
心
ガ
ラ
ス
の
酬
販
片
、
　
看
「
恢
な
レ
一
　
　
　
広
則
斥
や
、
　
一
丁
レ
ド
一
、
　
ラ
　
／
オ
の
ニ
　
ュ

　
」
雨
あ
・
り
れ
と
降
っ
’
、
㍉
・
た
り
、
ブ
　

ー
ス
h
l
I
’
、
指
．
小
に
目
口
、
て
鰯
　

　
ロ
　
ロ
．
ク
坊
オ
レ
一
力
伊
れ
評
、
く
る
お
そ
　
　
朔
し
ま
し
，
う

刀
か
あ
り
ま
す
．
外
に
飛
出
す
の
　
　
地
嵐
は
、
い
つ
一
か
な
る
場
所
で

は
、
、
♪
り
危
険
な
状
ヒ
］
卜
身
を
お
く
　
　
起
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ
ん
　
一
．
h
I
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－
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剣
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、
開
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地
虞
∂
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引
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刀
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防
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こ
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．
二
・
き
↓
瞑
せ
ん
”
、
日
ご
ろ
の
心
」

　
ま
え
・
二
備
え
に
よ
．
．
て
、
被
害
を
小

　
さ
一
す
る
こ
レ
一
は
で
き
ま
す
．

家
族
み
ん
な
で

　
安
全
点
検
を

　
ノ
も
　
ナ
　
　
　
コ
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あ
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ロ
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刀
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ま
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9
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司
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、
ゴ
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二
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．
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ら
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な
家
具
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火
用
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大
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夫
で
す
か
？
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　9月からメラ；一さんにかわ・．、てrl∫「勺ノ）中学f乞

てこ生きたメ　臼を教えるサマンサ・テ．fヘィ；

一さん12ふ履1をこ沼介L圭す，

　サマンサさんは，イキ．リス・ロンドンから来ま

した．．人＝学時代は、フランス・欧り・「・「文：”γ＝を専攻し

ていたそうてす．

　り兄弟・姉妹は何人ですか
　ト．；二弟〔18F又b」㌧・まr5一

　，趣味は何ですか

　水泳、廿でフリン7，。rしll｝現代虻学、芸「杜観賞

などです．こちらに来てから大E谷のフールに何

Iulか泳ぎに行きました，

　り食べ物で好きなものは…特に日本食は

　フランス料理、イタリア料理が好きで．†．日本

の食べ物は存司、ノ｛．三：ら、刺身が好きで．す

　り日向市の印象は

　まだあまりあちこちに行・．，てないのて．す」、大

変きれいなところですね　持に海浜力庭しいヒ思

い幽す．［口もj塗くにあるし、はんとに竣しい1封で’

すね、それにみなさんとても親しみが持てるし、

人：変親切で．す　　日向に来て間もない時，二．　多くの

かたに「サマンサ」　と声を手卦けられて、　うれし．か

．たで』す．

　，日向の子どもたちに何を教えますか

　イ　ギリ　スにデフL・て、　イ　ギリ　スク）．之fヒに’，いても

教えたい．また授業『、は下しく英1旧を勉強てきる

よう；二、 ゲー．∫、をしたり、　イキ．リスクプ与：旦｝奪、雑r　、

f紙、お金、切ア、地図などを使・．．．ていろんなこ

とを教えたいと厄し．、ています

　ワ滞在中何を学びたいですか

　まず日イ1轟で．すね＝それと日4ノ）歴たについて

も勉強したいで．す．．そのためにも、京都に行きた

い，そして、芋や、祭りなんかを見てみたいで』す

　ロンドンでもよく新聞や、テレビな一で．日本に

ついては見ていたんですが、これからは、実際に

竹　てみたいと思，てい圭す

　そして、で』きれは1后．てから日本のこヒをでキ．

リスの1’・供たちに教える完「｝になるか、または、

日本について知らせる新聞記者になれたらいいな

と∫昌います．

●
1
｝
i

・ド

場
や

空
き

地
が
あ

る

場
含

1堤i隔、防㌶

糖ll備1冒
ヰややり品　う　水
袋ラ食まは　　を
：．ニン牛．す用　 た

魏鯉1
族・・悉　　　ノ）

知≒還　　1

ヒ詮：二’ご夢駐長月

れぞ　お漉き
るも度さ所’
と比開まな役
い十尺い　L　ビ．割

わluてよをつ’
れ，旨　い　う　．1．担

圭ち刀　だや
す眉　　家ん　上てたや

冒狩ノ、灘番奎
　ff　議雌1去　に、」な
　動力を陶 ’1議備ち地
　」　と　月　L避をえ　　震

置やい　も　て

鵬蒔
き取に　にか
ま　り　も　．（　？

し出ない
多しリヒも
つ　や　ま　こ　し

　すせろ踊
お　い　ん　に　た

淵見讐三

消
火
旨、r

角

づ
．5

な

ビ

を

備

　　　てを山沿
　家お忘料分
弓庭契隠
語でしに食用
会

議
を

開

つ

よ

，L！

　三

　か
　「ノ

脾

事
｝

1
実

年

［
月
1

ン1）

ζ
換

、し．

「

お

き
ま

し
．と

r
♪

　　　　■　し　1唾地

よ：こは走しfr域
『’寄　’行ま硲住
　せ「［屍毒　L保民
　　　一　　　よ　の　ン「，

エ，t

ノ　　　　ロ　

．・

m
：

／　を

を道
IL路

め　ノ♪

圭　ノ1｛

L測

地．，

ソ圏

ヱし

生
ト

述
ヒ

き

　　そ交切聞す
　　・♪通で．き　な
一一 w視．3・’ど
一　：∫5制　　冷で．

一一 ﾚ鐘1也

≡鉱嚇
．一：侮統協交

塁要ミ曇こ通
二雫：㍉？1．！、1

∵
荏l
I

も
．

マ

　　　7

た酬i∵

め難自
’路身
次やゐ
プ．〕緊安
＿　　ノ・　／

．一
@．I　l

ヒ・1カ
　　　ナロに両　㌧
注．）廠

す

かた　411

り
荘
遷

擁
鰹

　　　　　　●
ツ　　　エ　で　や　は

葛1辮裂
ll熱
圭　∫端森
1　　／窓　1．ま
三　　　．を：f㌧
　　　　lI闘「　　↓、　　　．匹

　　　大

　　　地

ド震
弓発
イ生
バ時
Dに

のお
心け
得る

　
は
　
そ
こ
へ
屯
を
・
へ
れ
ま
し
レ
．
恥
う

●
や
む
を
得
㌃
屯
を
．
但
路
ヒ
に
お
い

　
で
墜
難
ず
る
レ
一
き
は
、
窓
を
男
め

　
エ
ン
！
ン
オ
切
り
．
エ
ン
〆
ン
キ

　
．
・
は
っ
け
た
ま
ま
、
ー
ア
．
．
ロ
》

　
ケ
．
し
な
一
・
罫
う
二
し
ま
－
一
よ
う

　
い
溺
尋
．
赴
に
一
ぱ
r
㌃
」
レ
辱
　
幽
ゴ
r
．
．
ラ
　
〆

ナ
．
な
レ
一
（
、
地
」
ρ
」
日
報
や
交
通
侑
鮒
…
を

　
　
　
も
　
　
ユ
エ
　
ト
　
　

し
エ
む
　

滑
≧
．
、
げ
∵
削
に
’
f
重
三
る
こ
レ
ー
」
大

切
で
す
　
圭
た
、
現
場
の
・
n
察
官
∂
、

h
父
通
視
制
を
行
　
ゴ
㌔
い
る
，
二
き
に
は
、

そ
”
指
．
小
に
従
う
二
」
一
り
重
要
で
す

．三

@
　
一
　
一
　
一
　
　
一
　
一
　
　
一
　
．
一
．
．
三
．
一
三
一
一
　
．
．

．
一
＝
　
　
一
　
　
　
　
一
　
　
一
　
一
　
　
一
　
一
一
一
．
一
．
一
三
一
　
一
三
　
一
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きい

げ
　
い
ま
女
性
が

　
　
変
わ
ろ
う
と

　
　
　
し
て
い
ま
す

市
で
は
、
女
性
の
祉
会
参
加
を
進

め
る
た
め
、
女
性
に
レ
♪
る
女
性
だ
け

　
　
　
ド
　
リ
　
　
　
ぜ
　
ご

の
　
「
女
杜
比
フ
ナ
，
－
ー
ラ
ム
　
　
中
尺
［
仔
旋
女
口
貝

へ
・
コ
会
長
生
垣
登
志
ジ
さ
ん
委
員

．
．
．
レ
．
人
〕
’
乞
｝
直
い
て
、
丁
泊
一
ぽ
ヘ
ロ
い

を
続
け
て
き
ま
し
た

　
そ
「
二
、
、
こ
の
度
、
女
性
の
た
め

の
つ
ビ
い
「
日
向
」
巾
ヶ
へ
性
フ
ィ
ー
ラ

ム
‘
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
開
催
す
る
こ

と
を
決
め
ま
し
た女性フォーラム

　
講
師
は

　
（
N
H
K
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
）

　
　
広
瀬
久
美
子
さ
ん

　
ま
ギ
、
…
刑
崖
I
L
～
よ
、
　
し
一
．
．
．
卜

目
一
日
覚
り
．
正
㍗
に
受
け
付
け
を

N
司
ム
ー
－
　
「
、
「
「
．
．
」
r
．
・
．
卜
「
♪
二
月
、
：
　
一

け
な
一
－
　
　
　
　
　
臥
　
　
　
　
ノ
ノ
F
’
陽
／
，
p
一

圭
す
　
開
会
式
に
引
き
続
き
記
念
溝
演
か

行
わ
れ
、
そ
の
講
師
に
は
、
N
H
K

ラ
ジ
す
や
テ
レ
ビ
で
活
一
躍
中
の
広
瀬

λ
庭
r
レ
．
、
ん
を
お
招
き
し
、
女
性
と

祉
会
参
加
を
テ
ー
マ
と
し
て
溝
演
を

一
二
、
い
た
だ
く
．
r
定
で
す

分
科
会
で

　
　
活
発
な
ご
意
見
を

全
体
ヘ
ム
の
あ
と
は
、
テ
ー
マ
ご
と

に
つ
ぎ
の
κ
つ
の
分
冊
会
に
分
か
れ

て
、
自
由
に
音
習
口
口
」
父
換
し
て
い
た

だ
き
圭
す

　
い
す
れ
も
、
へ
－
日
的
な
テ
ー
マ
で

あ
り
、
し
か
も
、
行
政
の
重
要
な
課

題
と
な
っ
て
い
る
も
の
ば
か
り
で
す

　
こ
の
機
会
に
、
ぜ
ひ
、
女
性
の
意

見
キ
一
数
多
／
＼
出
一
二
・
い
た
だ
キ
、
、
〔
仔

政
に
反
映
さ
せ
’
、
く
だ
さ
い

第
一
分
科
会

第
一
一
分
科
会

第
三
分
科
会

第
四
分
科
会

第
五
分
科
会

環
境
・
資
源
問
題

女
性
の
社
会
参
加

福
祉
問
題

教
育
・
文
化

都
市
問
題

女
性
だ
け
で
な
く

　
男
性
の
積
極
的
な

　
　
参
加
を

，

女姓フォーラム

ときレ9月30日（日）
　　　　　正午受付開始　／2時30分開会

ところレ日向市中央公民館

内　　容レ開会式典

　　　　　記念講演　講師・広瀬久美子さん

　　　　　　　　　　（NHKアナウンサー）

　　　　分　科　会

参加資格レ男女を問いません。

参加料レ無料

ゆ
れ
動
く
少
年
の
心
を

　
　
　
し
っ
か
り
と
支
え
よ
う

　
夏
休
み
が
終
わ
っ
た
托
月
は
、
少
年
と
少
女
の
家
出
が
も

っ
と
も
多
い
月
て
す
．
昨
年
托
一
1
に
は
、
・
へ
r
．
．
．
百
レ
．
．
．
人

が
発
見
・
保
護
さ
れ
て
お
り
、
他
の
1
1
と
比
へ
る
と
約
．
．
倍

か
ら
．
．
．
倍
も
の
数
に
な
っ
て
い
ま
す

4

10月から市役所は…

い
休みになりま窃

目向市

第2・4土曜日が

　
女
性
フ
ォ
ー
ラ
ム
は
、
女
性
の
托

会
参
加
を
進
め
る
た
め
の
つ
ビ
い
で

す
が
、
そ
の
た
め
に
は
．
男
性
の
理

解
と
協
か
か
必
要
で
す
．

　
女
性
は
も
ち
ろ
ん
、
男
性
の
積
極

的
な
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
．
、

　
こ
の
催
し
へ
の
お
問
い
へ
日
わ
せ
は
、

h
巾
企
画
課
「
君
内
線
二
．
一
．
瓦
〕
ヘ

ビ
う
そ

　次の施設〔職場）は、第2・4十．曜日も今までビおり業務
を行い．ます．

社会福祉部門

社会・教育部門

生活環境部門

：保育所・老人ホ・．ム

．小・中学校・図書館・中央公民館・細島公民
館・南日向公民館・美ノバ彬：こ民館・一之化礎流
　一ヒンター一・篁か労肯二少午ホー一．へ・f本二二官・ユ代1豊

館・各市営体育施設
日　lrlJ土也［．｛子豪丁±む　ケ色言窒辛ll　r卜　　　　　．ゴ　．z＾　・ヒ尭’可1士易　　．　　！．．　㌧｝ミ　’匹

理場li

こなのし・一回目自己搬べは従未ヒ．おりでき表．

消　　防　　剖玉　門　　1肖　防　　署．

※第2・4上曜日の出生、婚姻、死亡なビの届けや、埋火葬
　許可の申請は、これまでの目曜、祭日の取’り扱いと同じよ
　うにi警備員室．」をご利用ください、

家
出
中
に
非
行
に
走
っ
た
り
、
犯
罪
の
被
害
普
と
な
⊃
た

り
す
る
少
年
少
女
も
増
え
て
お
り
、
昨
年
の
例
で
は
、
家
出

し
た
約
レ
人
に
　
人
が
非
行
に
走
り
、
約
．
．
．
レ
入
に
．
人
が

犯
罪
の
被
害
に
遭
っ
て
い
よ
す
．

締
り

強

化
月
間

し
と

し

」馳

ま

す

少
年

発

見

保
護

活

動
及

び
彊
h
l
＝

犯

取

‘殊
ヒ1．

ダえ
d亀

「↓

レホ

の

期

間
オ’

ちく

出

家
庭
や
地
域
祉
会
で
も
少
年
少
女
の

生
活
や
行
動
に
関
心
を
も
ち
．
家
出

　
一
－
h
走
る
こ
と
の
な
い
よ
う
注
意
し
ま

　
一
「
よ
・
つ

　
親
は
子
供
の
立
場
に
立
ち

　
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を

　
家
r
出
の
・
E
な
原
因
に
は
、
距
氷
庭
や

学
校
で
の
ト
ラ
ブ
ル
、
夏
休
み
中
、

身
に
什
U
い
て
一
ぽ
圭
r
ノ
た
放
浪
癖
や
遊
　

　
ぴ
癖
が
尾
を
引
く
と
い
う
ケ
ー
ス
が

　
み
ら
れ
ま
す
　
な
か
で
も
、
つ
ぎ
の

　
よ
う
な
子
供
に
対
す
る
接
」
与
に
問

　
題
が
あ
る
場
合
が
多
い
よ
う
で
す
．

工
し
か
る
だ
け
で
．
は
め
る
こ
と
を

　
し
な
い
、

◎
r
供
の
悩
み
、
相
談
に
冠
し
て
関

　
心
が
薄
い

旨
し
つ
け
に
無
関
心

　
一
目
庭
で
の
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
、

　
f
供
の
家
出
の
原
閃
に
な
つ
ず
、
い
る

　
よ
う
で
す
．
、
常
に
r
供
の
立
場
に
疏

　
っ
て
、
気
軽
に
話
し
合
い
が
で
き
る

．
雰
囲
気
づ
く
り
に
努
め
る
こ
レ
一
が
大

　
切
で
す
．
．
日
ご
ろ
か
ら
r
供
た
ち
と

　
コ
・
こ
ユ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ゥ
況
俸
め
、
｛
氷

　
鳴
を
坊
ぎ
ま
し
ょ
う
．
．

　
万
が
．
．
r
供
が
家
出
を
し
て
し

　
ま
っ
た
場
合
に
は
、
で
き
る
だ
け
早

ノ
＼
聴
㎡
霞
小
に
捜
索
願
い
カ
　
出
す
」
，
・
つ
に

し
ま
し
よ
う
　
学
校
に
知
ら
れ
る
こ

と
を
恐
れ
た
り
、
無
関
心
で
い
た
り

し
て
時
期
を
逸
し
、
不
彰
を
招
い
て

し
ま
う
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん

　
少
年
少
女
の
行
動
に

　
地
域
社
会
で
も
関
心
を
も
つ

　
地
域
社
会
で
も
少
年
少
女
の
行
動

に
気
を
配
’
．
て
い
き
た
い
も
の
で
す
．

喫
茶
店
、
飲
食
店
な
ど
は
ん
氷
出
し
た

少
年
少
女
の
た
ま
り
場
と
な
り
か
ち

で
す
　
こ
の
よ
う
な
場
所
で
、
不
審

に
思
う
少
年
少
女
を
見
か
け
た
ら
、

直
ち
に
警
察
に
連
絡
し
ま
し
ょ
う

そ
の
ほ
か
、
駅
、
公
園
、
盛
り
場
な

ビ
を
う
ろ
つ
い
て
い
た
り
．
求
人
公

告
を
見
て
不
安
そ
う
に
考
え
込
ん
で

い
る
な
ど
、
家
↑
出
し
て
き
た
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
π
る
少
年
少
女
を
見

か
け
た
と
き
も
．
連
絡
す
る
よ
う
一
・
ト

し
圭
し
ょ
う
．
、
警
察
で
保
護
し
て
く

れ
ま
す
．

　
ま
た
幽
寂
小
で
は
、
「
ヤ
ン
グ
テ
レ
フ

ォ
ン
コ
ー
ナ
ー
」
と
い
う
、
電
話
に

よ
る
相
談
の
受
け
付
け
を
常
時
行
「
．

て
い
ま
す
、
心
理
学
や
社
会
学
に
精

通
し
た
甫
ず
門
職
員
が
対
応
し
げ
、
く
れ

ま
す
。
悩
み
な
ど
を
聞
い
て
く
れ
ま

す
の
で
、
利
用
し
て
み
て
は
い
か
が

て
し
ょ
う
カ

5
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物
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た
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メ
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、
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望

i
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w
．
）

　
β

　材料
f　　Ft卜　揖」　　トく　ン　　 1　　　　　rj、12ト
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渉・．L．1ウリ・貝割れ・
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呂し　1　　　雪カッフ

　酒　　　たサシ2杯
みりん　　たサジ2材
っすくち醤油　ノくサジ3材

　
幼
い
こ
ろ
、
人
形
が
欲
し
く
て
ね
。

で
も
、
戦
時
中
で
し
ょ
う
．
．
人
形
ど

こ
ろ
じ
ゃ
あ
り
ま
せ
ん
で
し
な
．

　
そ
れ
か
ら
は
f
育
て
な
ど
生
活
に

追
わ
れ
ま
し
て
ね
。
一
．
卜
年
ほ
ど
前

か
ら
鵡
、
す
ね
、
人
形
と
か
壁
掛
け
、

置
物
な
ビ
目
に
つ
い
た
か
わ
い
い
物

を
集
め
始
め
た
の
は
、
旅
行
な
ど
す

る
と
、
ま
ず
目
に
と
ま
る
の
は
、
こ

れ
ら
の
か
わ
い
い
物
で
す
ね
．
．
そ
し

て
、
気
に
入
「
．
た
の
を
必
ず
複
数
買

い
ま
す
．
．
　
つ
た
け
じ
ゃ
寂
し
い
で

す
か
ら
ね

　
ヒ
年
は
F
前
に
．
知
り
合
い
の
人
に

教
わ
’
、
て
、
紙
粘
－
」
で
人
形
や
貯
掛
け

な
ビ
を
早
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
．
．

始
め
て
か
ら
．
．
年
ほ
ど
は
、
夢
中
に

る
一
學
l
o
I
學

　　

@　

@　

@　

z
嫉

　
　
　
　
　
　
　
　
淘
顕
、

　
　
　
　
　
　
　
　
に
　
し
て
　
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
才
　
　
　
一
甘

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
ノ

舟
　
・

出身ですが、日向に来てもう26舞

」［彫のともだちが食べさせてく

がら、日向で．手に入る材料で．作．．＝

も冷たく冷して食べるのがおい

肴にもζ｝うようです。

な
一
．
て
作
っ
て
い
ま
し
た
．
．
そ
れ
も
、

山
山
－
に
　
H
取
一
例
は
、
紙
粘
土
の
性
質

を
考
え
て
な
く
て
、
き
れ
い
に
仕
上

げ
た
つ
も
り
が
、
乾
燥
し
た
ら
縮
ん

ヴ
、
し
ま
・
た
り
…
…
．
．
で
も
　
へ
一
で

も
こ
の
第
．
作
目
の
人
形
は
大
切
に

飾
「
、
て
あ
り
圭
す
団

　
今
で
は
、
手
作
り
の
入
形
や
壁
掛

け
、
あ
ち
こ
ち
に
旅
行
し
た
と
き
に

買
「
．
て
き
た
人
形
な
ど
が
部
屋
を
　

つ
ヒ
ロ
領
一
二
、
い
ま
す
．
、

　
こ
の
人
形
の
部
屋
に
入
「
．
て
人
形

を
見
て
い
る
と
、
現
実
世
界
の
し
が

ら
み
を
亡
心
れ
て
、
心
の
巾
－
が
き
れ
い

に
な
る
よ
う
な
気
が
し
ま
す
　
こ
の

時
ば
か
り
は
、
気
持
ち
が
幼
女
に
帰

る
ん
で
す
よ

り
－
用
巴
一
■
．
郊
－
O
－
O
l
二
一
鄭

　
　
　
　
　
　

身
一
財
ら
冷
に
方
の
で
「

　
　
が
も
点
り
柱
油
に

蹴
れ
し
冬
酒
《
ち

　
こ
出
お
T
．
サ
、

．
L

柱のカンツ．．メ、出し汁、酒、みりん、うすく
1由で1．1’をつくる

に「椎茸、コンニャク、ニンジンを入れ、10

らい．者て、さましておく

の中に、キャベツとホウレンソウを色よくゆ

ものと、貝柱ク）カンツ．．メを入れて冷しておけ

きあが．り、

‘農いときには、菊、　モユウリ、　旦害TIれ、高野

のいくつかを入れるとよい　もちろん、全部
もカしまわない、　
　
か
モ
ド
ト

J
U
　
　
》
一
　
ン

ンコの小さな椎茸を使ってダシをとるの

．あとは、冷蔵庫の中の余り物とかを入

匹よ
様
三
月

が来るのがわかっていれば、前日に作って

がしみこむので．、前菜になる。

料理に加えてみては……。

汚
は
な
で
の
作
貝
柱
工
く
②
た
て
か
フ
て
メ
柱
イ
も
客
と
正

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
分
　

で
ば
味
一
れ
《
貝
ポ
て
お
く
お

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤
　
　
　
　
ド
入
　
　
　
が
れ
　
お

　
　
こ
の
ベ
ー
ジ
は
、
み
な
さ
ん
が
っ
く
る
ベ
ー
ジ
で
す
。
あ
な
た
の
身
近

　
　
．
な
か
た
を
紹
介
し
て
く
だ
さ
い
．

一一一
〇

一
“

「’

ﾜ「雫囁 kモ．↑『ニヅニ

己垂…二　ろ．茸　｝ま
　r一’

♂

　
．
馬

←聰

T

難
ず

』
「
　
　
．
－
一

．
．

も
．
げ
望

欝
．

1

（
塩
田
）

古
園
井
和
博
・
育
代
さ
ん
の

長
男
・
淳
君
（
5
鰻
5
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日知屋保育所

黒田優貴くん（5歳）

「花火」

日知屋保育所

黒木詩穂醜ん（5歳）

　
一
一
．
　
　
　
〆
．
↑
　
　
（
．
．
一
』
魑

　
　
股
　
7
』
末
辛
　
＝
．
　
F
、

＝
二
「
ゴ
「
メ
一
　
二
　
r

ααα■瑠暉己i一

●

O

●

’鴨碑

彩
友
会

員
．
P
．

配

．～

⑫

「
広
鞭
ひ
ゆ
う
が
し
2
0
つ
だ
二
二
登
さ
し
あ
げ
家
す
．

逼
絡
先
南
歪
■
8
広
間
饒
自
傷
（
8
㊤
・
2
弓
¶
4
内
●
2
2
雪
3
）

，発足はいってすか

　昭和63年4出てす。10入でスタート。

，PRをどうぞ

　「絵画」を愛し、お互いに研鍛しあいながら奥

の深い「油絵」に取り組むことによって、自己を

向上させることを求める者の集まりです．

　現在、会員は8名。毎月第1・3水曜日の午後

1時30分から中央公民館に集まって描いています

が、部屋の中で静物を描くばかりでは変化がない

のて、ちょくちょく外に写生に行きます〔

　天気のよい日に外へ出て、無心でカンバスに向

かうと、なんとも言えない最高のぜいたくな気分

になりますね

　これからは、余暇・ゆとりの時代といわれます

が、時間を有効に使い、豊かな人生を送るために

もぜひ、皆さんも絵を描いてみませんか．．

　私たちのグループでは、今、油絵に興味のある

初心者の方の入会をお待ちしています。お気軽に
おし、一（Pくたさし、o

　リーダーは、増田義男（君58－0246），入会を

ご希望のかたは、中川（容54－3528）、増田（實53

－0228）までご連絡ください。
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神祇管領文書

文化財についての閥い合わせば市社会薮育課（燈内齪42のへ

　
「
脇
の
北
野
陽
一
さ
ん
宅
に
は
、

数
通
の
占
文
壮
か
保
管
さ
れ
て
い
目

す
．
．
こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
迂
．
1
1
時
代

み
も
の
で
ト
鴇
保
六
年
こ
ヒ
．
．
　
ご
．

か
ら
安
政
　
年
（
一
・
へ
五
六
　
に
か

け
ノ
、
潤
目
か
れ
た
」
佐
磐
神
社
の
祭
礼
に

関
す
る
占
文
書
で
す

　
ド
の
写
真
は
、
ド
尺
保
．
一
年
〔
∵
へ

．
．
　
　
｝
に
靴
日
か
れ
た
も
の
で
、
差
出

左
は
「
神
砥
管
頑
長
土
家
」
の
公
文

所
〔
事
務
所
）
で
、
当
時
マ
，
．
岩
大

明
神
」
の
袖
目
主
を
務
め
て
い
た
｛
呂
木

重
義
あ
て
に
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
内
容
は
「
立
岩
大
明
神
で
執
り
行

わ
赴
る
六
月
晦
U
と
、
托
月
卜
四
日

そ
れ
に
十
一
日
U
－
r
五
日
の
祭
礼
に
は

所
定
の
衣
と
冠
の
着
用
を
許
す
」
と

い
う
も
の
で
す
が
．
よ
く
考
え
て
み

れ
ば
、
こ
れ
よ
り
　
剛
に
｛
呂
－
不
重
｛
義
が

着
用
の
許
可
願
い
を
神
砥
管
領
長
上

家
に
捉
出
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り

ま
す
．
．
つ
ま
り
こ
の
文
書
は
．
宮
木

重
義
に
対
す
る
許
可
書
　
　
と
、
う

わ
け
で
す
、

　
そ
れ
で
は
祭
礼
の
着
物
に
つ
い
て

ま
で
伺
い
を
立
て
な
け
れ
ば
な
ら
な

か
っ
た
下
墨
管
領
長
上
家
と
は
、
い

っ
た
い
何
者
で
、
ど
ん
な
権
威
を
も

っ
て
い
た
の
で
し
ょ
う
．
、

　
市
立
図
書
館
の
『
国
史
大
辞
典
』

に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
室
町
時
代
中
期

か
ら
朝
庭
に
認
め
ら
れ
て
全
国
の
神

社
や
神
職
を
配
下
に
お
い
て
い
た
吉

田
｛
冬
の
こ
と
で
．
幕
末
ま
で
袖
U
社
界

に
権
威
を
示
し
ま
し
た
、
、
」
些
磐
神
社

も
配
下
に
あ
っ
た
わ
け
で
す
。
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木
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禄
一
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図
に
も

』
此
磐
神
社
の
宮
司
と
し
て
記
さ
れ
て

お
り
、
陽
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ん
の
奥
さ
ん
（
美
智

チ
さ
ん
）
が
、
そ
の
子
孫
に
あ
た
る

そ
う
で
す
．
．

　
嫁
い
で
も
伝
来
の
古
文
書
を
手
離
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な
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た
美
智
子
さ
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先
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敬
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持
ち
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、
貴
重
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文
化
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を

残
し
．
私
た
ち
の
目
に
触
れ
る
機
会

を
与
え
て
く
れ
た
わ
け
で
す
。
ど
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か
末
永
く
大
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し
て
く
だ
さ
い
。
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δ、
献血δ心の贈06の

9月のスケジュール

4日㈹日向市役所9：40んrE：00

　　　　成分献血車9：40～田：00

20日〔木｝　東ソー株式会社10：00～隅：00

　　　　日向郵便局14：30～防：30

21日㈹　　九州電力糠日向営彙所　9コ0～11：30

　　　　和田病院13：00～15：30

26日⑳　アスティ日向寿屋田：oo～15：30

　　　　（中央ロータリークラブ協力）

　　7月中の交通事故〈日向市分〉

　　　　　　　　　　　　口内は先月比

　　発　生　ウヒ　者　負傷者　物損’｝～故

　　16f1；　　　　1　ノ＼　　　　23ノ＼　　　　　143f牛

　　〔　．一12）　〔　一　 ）　　　．．1〔〕〕　　｛一361

…　一「止まって確認」無事故に挑戦一

と　き

ところ

無料交通事故相談

8月30E］㈲、9目2ア日内

10：30～1叫：30

脳中突公民館

8月の無料法律相談

　と　きレ29日㈹10：00～15：00

　ところレ中央公民館

相談に応じるかたレ岩佐郁子井護土、

　　　　　　　　　成合一弘井護ゴ．

．一

�D

ズ＝ぶおとにゅ一す

し

老●福祉年金を愛けて

いるおしいちゃん・お

ばあちゃんみどりの証

書を提出してください

　8月は、年金証書（みどりの証書）

の提出月です。

　老齢福祉年金を受けているかたは、

8月期分の年金を受けとったら、　「国

民年金証書」を市民課年金係へ出して

ください。

　この証書の提出がおくれますと、こ

れから先1年間の年金が受けられなく

なることがありますので、ご注意を。

　受給者には、ハガキで通知しますの

で、できるだけ指定日においでくださ

るようお願いします。

　持ってくるもの一①みどりの証書

②印かん　③通知書（ハガキ）

　くわしくは、市民課（8内線2137）へ

どうぞ。

《27チームか参加第14回耳川イカタ

　下り大会
　　18kr吐IL州．こも殻長の距離ド娩

　　．．う第14iul叫rllイカダトll人ムか、

　　口122日開かれ、玉くは隔岡県

　　からの参加者もあり、良夏の日
　　㌶しの中、少ない川の水に参1川
　　者は褥戒1’1㌔「粥．2目f間から5111

㍉．間かけて全ヂーム擁雰コ．一ルで

　　｝L素した

か9卿駒

　▲差別の現実に深くまなび部落問題を一人ひと1，の課題に
　　第8【111日IrIIrl∫「「司和I　I教育研究大会が8弓8日l11［契公民館で開か、才t、455へが

　出席しました　実行委員1くのこ酎博市長のあいご．）のあと全体会に移り、ジレ
　ーナリストの田村正男さんによる記を講6〔「乍阿が求められているか一．同和
　教育を．めくン）ぐ一」が行われました　’卜後からは各会場に分かれて．分科会が

　開かれ、恒心な討議が豹われました

広報ひゆうがに載った写真をさしあげま瓠前もって係までお電話を！
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誘
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目
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▽
川
の

流
れ
の
よ
う
に
〔
美
空
ひ
ば
り
一
▽
計

五
…
的
学
問
の
す
す
め
一
村
丈
珍
．
．
ほ
か

森
本
さ
ん
は
、
　
つ
ぎ
の
こ
レ
一
に
注
恵

を
お
願
い
し
た
い
と
い
い
ま
す

工
道
路
に
食
べ
物
を
捨
て
な
い

ヶ
．
7
歩
道
ト
に
卓
な
ビ
を
止
め
な
い
．
．

「
3
た
が
体
調
が
悪
く
て
、
路
」
で
排

う通
こ行
ヒを
て防
す害
す
る
行
為
も
あ
る
レ
一

便
し
て
い
る
の
を
見
か
け
た
ら
．
小

声
で
知
ら
せ
る
．

　
み
な
さ
ん
、
ど
う
か
盲
丁
た
に
つ

い
て
理
解
ウ
託
庫
め
て
い
た
だ
詮
、
、
素
林

乍
さ
ん
レ
ー
フ
レ
ソ
ク
ス
が
小
女
・
七
一
二
．
．
、

ゆ
附
け
る
よ
・
つ
、
ご
出
励
力
ヰ
一
お
願
い
一
げ

ま
す
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☆みなさんの身近な話題、ホットなニュースを係までお寄せください。 広報uゆ6が
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食と緑の博覧会みやざ喜’00

々〆’，φ　〃／’1
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▲食と緑の博覧会で日向市をアヒール
　8月ll臥食と緑の博覧会イベント広場で、市町村の日の行賢が行われ、日向市
は、日向サンバ、ひよ．）とこ踊り、市花ひまわりの配布などを行い見物客に大好評
てした、

レ190ミスひまわり決まる

　日向市の花ひまわり、このひ
まわりのように明るい’」’90ミス

ひまわり”3人か決まりました。

　今後1年間、市の顔として、

観光行文などのアシスタントを
傷め、ll向111．のPRに、舌躍して

くれま≠
　から丸丸1尚］『．さん．　足．口さ．つ

ささ／し、・卜出lhさんです

．
舳
置

良婚

い㍉i4．

圃 フ
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ト
ニ

▲論驚湘混翫回ジヤンホ。ユ
㍊綱嬬鵬？課騨1難翫1・1
灘！鮭奈さ、．一bぱ。種のめたひス

まわりの、三二ひまわり賞は、財尤学幼稚園児
の児．Kともこさんのひまわりi2cm〕に決まり

よした

★連絡先／市企画課・広報統計係智52－2111内線2213

あ
る
と
き
知
人
か
ら
盲
導
犬
の
こ
と

を
聞
き
、
　
「
両
親
も
高
齢
化
す
る
の

も．覧

．爆∴

「

　
み
な
さ
ん
、
盲
導
犬
一
ノ
て
知
っ
て

ま
す
か
　
目
の
不
自
由
な
か
た
の
杜

会
的
な
活
動
を
支
え
る
、
体
の
一
部

と
も
い
わ
れ
る
尺
の
こ
と
で
す
。

　
盲
道
丁
犬
は
、
道
路
交
通
法
施
行
令

第
八
条
第
．
．
項
で
、
国
や
自
治
体
が

」
卿
め
、
国
　
家
公
山
女
天
女
ロ
貝
八
ム
が
指
｛
疋
し

た
公
益
法
人
が
盲
導
大
と
し
て
必
要

な
訓
練
を
し
た
犬
て
、
「
総
理
府
令

鵜
、
定
め
る
自
色
又
は
黄
色
の
用
目
パ
を

付
け
た
も
の
」
と
｛
疋
め
ら
れ
て
い
ま

す
．
、
こ
の
「
用
具
」
は
．
犬
の
胴
体

に
つ
け
る
「
ハ
ー
ネ
ス
」
と
呼
ば
れ

る
も
の
で
す
．
、

　
日
向
市
内
に
も
た
だ
．
唄
こ
の
盲

導
犬
が
い
ま
す
．
．
所
有
者
は
、
財
光

キ
リ
の
マ
ッ
サ
ー
ジ
師
森
本
馨
さ
ん
〔
四

一．

ﾎ
）
で
す
．
．
森
本
さ
ん
は
、
乱
年

前
．
急
に
眼
底
出
血
し
、
視
力
を
失

」
ま
し
た

で
な
ん
と
か
．
人
で
生
き
て
行
く
た

め
に
も
」
と
、
昨
年
夏
、
盲
道
丁
た
の

貸
与
を
県
に
申
し
込
み
ま
し
た

　
そ
し
て
、
橿
岡
盲
了
た
協
会
訓
練

セ
ン
タ
ー
で
四
週
間
に
わ
た
る
厳
し

い
丘
ハ
同
訓
練
タ
ニ
奨
け
、
．
．
．
日
り
末
愛
犬

フ
レ
ッ
ク
ス
と
　
緒
に
帰
っ
て
き
ま

し
た
．
．
そ
れ
か
ら
の
森
本
・
さ
ん
の
生

活
は
　
幽
し
た
そ
う
で
す
　
ま
る
て

弟
が
で
き
た
よ
う
で
、
イ
ラ
イ
ラ
が

威
り
、
気
兼
ね
な
く
ど
こ
で
も
歩
け

る
の
て
体
調
も
よ
く
な
「
．
た
と
い
い

ま
す
．
、

　
で
も
、
困
っ
た
こ
と
も
た
び
た
び

あ
る
そ
う
て
す
．
そ
れ
は
　
市
内
に

二
丁
左
が
．
』
だ
け
し
か
い
な
い
た

め
に
、
盲
導
犬
に
対
す
る
理
解
が
ト

分
で
な
く
、
ベ
ッ
ト
を
連
れ
て
散
歩

し
て
い
る
と
い
う
ふ
う
に
見
ら
れ
て

し
ま
う
こ
と
だ
そ
う
で
す
，
仕
餐
場

に
通
う
通
路
が
通
学
路
に
な
っ
て
お

り
．
・
目
転
由
r
の
ハ
ン
ド
ル
が
手
に
当

た
っ
た
り
、
白
動
車
が
後
か
ら
ク
ラ

ク
シ
ョ
ン
を
鳴
ら
し
た
り
ー
ー
・
・
と
、

1

・だ乙，

盲
導
犬
に
ご
理
解
を

8



広報1♪Φう〔が

二二の声ホストに似て

而民。声・・価・脚塁

　．・宿バ♂τ壁
ザドヨに　ゴ　　　　　　コ
譲騨・鯛「㌔’
。贈畷’ごFε』．

　　l　l
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　日月火水木金士：9事零．零撃．／
　2　3　4　5　6　7　8
　910歪1121314⑮，
　16　 1ア　 18　　19　 20　 21　　22　’

　⑳242526272829

　30　・　・　・　…

　　●気軽にご参加ください

　　　　　市総合文化祭

　　第26回日向市総合文化祭の参加申し

　込みを受け付けています．気軽にご参
　ノ」日ください」

　　開催期日は10月1日から12月末まて

　ですが、都合で期間中に実施できない

　場合は、理由書を添えて申し込む．
　　ド　　催■ri∫、　rlf教育委員会、日向市

　　　　　　気化連盟、日向巾体育協会

　開催部門■去能、芸術、f軒f

　参加ノ∫法■申込i彗〔各事務局にありま

　　　　　　ギ．をi11教育麦員会　　目二ご教

　　　　　　育1深・れ会体育［1果　へ射己出

人してくたさい権
　締め切り■9月10日㈲の正’Fまて
相

談問い合わせ■迄化連盟事務局、教育委
　　　　　　　隻ミ≦セ〔歪｝1勺線2425、　245419

易　●通貨・証券お返しします

具欄では、お預かりしているつき。、

杢通貨・訓券などをお返ししてい圭す．

10◆終戦後、外地から引き揚げて来たか
駈・引」馳・繊1・・毎年・預け・

15　れた通貨・。li券なと

う◆馳直結地・・繍幌鮪・座
中けられた融券なとのうち、　　　　　　　　　　　　H本に送り
央返ざれたもの

貧申し肱軸・か・て・…家
館族のかたてもかまいません

　　お問い合わせば細辞み税関支署〔實52

　－27181，またはlll］司税関／雪1｝93－321－

　3031〕へ

旨1

　　　広げよう差別をしなの†りざしざを

〇国勢調査人口予想クイズ募集

10月旧現在の市の人日は？人

　1F成2年10月11i、日本全［i；1・斉に

［τ1勢調査力・7ミ施さ才します

　そこて、日1司市ては、条【u1ク）1凋杏て

　市の人］か何人になるか　　ヒいう尺

　口予想の懸賞募集をつぎのとおり子」い

　ます　ぶるワてご応募ください

◆応募資格　日向市内に住んで」・るノ＼

◆応募要領　官製・・カキに、1二想ノ＼ロ

　1　広，住所、電話番｝」、氏名、

　職業1または学校・亨二牛｝、解由を

　二等いてください

◆応募数　1ノ、1通

◆応募先　日向市イ咽JlO番5写、日
、　　rr・」市穏ヒF1斤丘ト1由1目果r勺　「人口　i；彪ξク　イ　ス

　係」あて

◆当選発表　ll月・k日まてにi自接、本

　へあてに通知します　　．止解者多数

　の場含は擬せん、IL解者かいない場

　合は最も・iいもめから11rlif、ンを決ダ）ま

　す1

◆賞　　品　L【1選したη・たへは、つき

　の、1己．念品を贈ります

　・1℃・　1ノ、15Tlりや目」㍉ク〕もノ｝1

　・2旨・2尺　3丁円相当のもの1

　・3等　 2ノ＼L2f｝りf目9【17）もの1

◆締め切り　10月1日…1日消r「1有交加

◆ヒント
　・ll召和160歪rlO月［rJ‘凱苛ノ＼口　　 59，163ノ、

　・　1卜b気ノ雲向　107j上見f｝＝ノ、　E　1　　59，105ノ、

　・噛卜。文2鐸8月北見↑｝…ノ、【1　58，789人

「

ぎ勝　鷺㌧r二窮／，、’！
㎡，　　　㌃　　　　　　　へ’　，　　　　　　　　　　，

！
r

　　104番（番号案内）の無料
●
　措置申し込みしませんか
　12月1日から104番への電語番号問い

合わせが有料になりますか、つきに該

当するかたは、’罫前にNTT芝店また

は’前業F1斤に申しi生むと、　今・まて　とおり

無料で利用てき明す、

L身体傷害者手帳をお持ちてっぎの障

害かあるかた

　Il〕障害等級1－6簸て各見覚障害

　12｝障害等級1～2級て吋支体イ泊由

　・口底・体幹・乳幼1，E己期以前ゐ非遣

　　行’性の脳4丙変によるr璽重力笹身ヒ障’、i、二1

2戦傷病者ヂ帳をお持ちてつきプ）障害

かあるかた

　m密度障害の程度が特別工fUlr～第6

　　項症て視力障害
　12暗碧障害の千’1’度ヵ・†ろ別項Ilい第2

　　項身1ドごト肢に障1il

　くわしくはNTT日1司営業所・1・1】報

案内担当〔君52－2500）へ

　●9月は「障害者
　　　　　　雇用促進月間」です

　障害者職業センタ・一ては，障害のあ

るかたがたに目して職業画応ド1ク㌔・rl［山

をfjい、職業の問題や就職1馳るたダ）に

必要なアトハイスを了」いなから、公欺

職業安定所と協力して、ひとりても多

くのかたか仕駐につけるよ．｝いろいろ

な相談を行，てい圭言．　せひご刊用く

ださるよ・）お待ちしてい圭す

　くわしくは宮崎1章害襲爵業センタ．一

「容〔1985－26　52261または，〆・ロ

ワ　ク日「自jlコこ域耳岐タ＝肖りヒrr旺費52　11

’‘1　へ

●いきいき心れあいリレー啓発展

　人権問題への関心を高ダ）、より・層

理解を深めていたたくために、県・市

町村か共同て実施するものて、県内を

つぎつぎにリレーしなから1糊催されま

す　これを機会に、ノ＼楮問題をr｛分の

こととしてξえていたたくことを1領一．

ています

期　間■9月1日IDから13H困まて

ナ易　FI斤■11Ji気両「玄1斐1ロヒー一

　振動障害の巡回健康診断
　と　き■10月3日1水9’00～16：00

　ところ■中央公民館
噸・9月1日までに日向分会〔日向国有林編組合
　智52－5135｝へ申し込んでください

●市国民年金協議会
　　　　元年度事業報告します
　［1消和163‘ザll，∫に発∫正したBr「Ij4JDI1に

ぞ事金協議会が、発足以末1年を迎え、

人る6月20日総会が開かれましたのて，

Ll㌔成ノじ年度の’糾業報告をします

　〈ヒな‘聖業＞

1県北国民年金ゲ・・！・ボー一・レた会参加

2．1「議貝研修会開lii’

ぼ市広報r年金特別号　ぢこ竹

1広1昏∫塔設置　市1貨所・各支所1

51商用・収納特別対策への協力芝援
b’｝i．殉教ず∫「・月f4L・クPレ・ 一7プ）費斤II毎’メこ施

　（収芝の状況〉

収入　会費L684千円、補助金等289下円

　　　　　　　　　合計1，973秤1

支出　会議費223f円、事務費209　T円、事業

　　費1，109千円　　　　合計1．甜1千円

レ繭殿ニュース・行謬は市醗テレホンサービス留麗一⑳◎◎へ

●市役所の代表電話番号は52－2111番目す

ほしゅう；
　　　　　　．．7

●市営住宅の入居者
鍮

　／針團は、空き家か’｛した場合、補允

㌃るための募柴てす

らヌ算三図］「琵1■9月1日力・ド21411まて

ら｝集住宅■塩田，たし谷、櫛の山、小

　　　　松崎、新財田，財光も北，

　　　　ノく原、イ・原、岩脇、更々1ド、

　　　　｝妾無【H L」・r |才しも2手1重〕

　　　　細島峨ノ＼世帯向き）

税についての無料相談
と　きレ9月7日1金10：00～16：00

と；ろレ日向商工会議所

に釜の逼灯を堂．プξ二．；「ρ」．土篭・淫祠をモ

tときの税とF＝？．らピあ階下二＝蚤．．円くt．ヤ、

入居資格■IT巾内に居住、または勤務

　　　　し、現rl住宅に［剣一ノている

　　　　かた　セ）現で1、1司居または

　　　　llll居しょうとする視族1婚　「

　　　　同名を窄む1かあるかた　　；

　　　　3’収入韓ま・入賭およi
　　　　ひ同居親族ノ過⊥1「i澗のi

　　　　1卜均月額所得　控1な後｝か

　　　　10／J11旦ユドr＝あること　〔1

　　　　ft　l張手ここノレ‘｛i｝fl勺、つ・な　 り　・　こ　ヒ

1仔踏頒■lli民票四きイ｛　？所得。llU月

　　　　1片　3給1ノ取入者は，過2、

　　　　lf｝問の給1ナ諸人1、li明、捧｝　一

　　　　自営業者なヒは、過」、U卜

　　　　問の月別収支明細、痔　4巾
　　　　税完納。d　llli陸　5’そのほか

　　　　41カ㌔肖求する四国

※第1種住宅収入基亭客ピ〔10〃円を

●児童美術展の作品

　ldl凹凹丈術展覧会II9月22［1－m

月1［Dノ）1乍品を募舞、［まさ　たくざ

んクに応募をお待ちしごい封．
↑f

丁毒ダ）u」リ■9月1811

くわしくはr屏！会教育。果1容内線2・12勲へ

F｝’1　■　　 1　　ρ噛1＝　｝り」　カ

」
　

ダ♪　　曳　 ↑イ、　 み　 ｝口］　「き｝1　　　f 1　　ま

　　てノ）永白人のもの　 1絵［ナll【

　　・画用紙四つ切り⊥唱のノk

　　彩、デノサン、版画辱曲絵

　　3習宇／11紙

　　　　　　旧りID時

●洋裁の訓練生

　失某保険を受けなから汀裁を学んで

みませんか　日ドIJ公共職業安定所1よ洋

故の訓練生を募集しています

　対象は、現♂1、製菓保険を受けてい

るか」0月以降受ける貼込みのかたIllI

丸卜．以卜55歳まて1てす　りし員は15尺

一再丁・当のはか遠ノ∫のかたには交通費

の乏給かあるなヒの恩典かありま．1

　尺学日は10月2日、松竹ぎ裁学校
．財光，～Illド1

　くわしくは日向公共職業直りヒli斤〔含
52－4131〕へ．

広報u！めが

　●生きがい講座の参加者

　教査、趣rl人、健康増進なヒゐ講呼に

参り［μてみ姥んかあなた／・健康．

で1金なヒについこの二相”炎も受けられ

封費用は、ll臼3食こ1．o〔lo円．ご‘．

日　時■i】P聡州】2：llD－2↓旧虻しけD

　　　？10月24日12：｛1〔」一一25日1〔　：〔｝〔工

場　1りi■あお「ま凄く内閣1宮崎rl」1

対象者■国民ll金に卯ぺ、圭たは受給

　　　　しているかた
ノ、　　しミ■・1　、12；と　‘ノ75ノ＼　t匹rl15〔エノ＼1

　二希望のかたは、おl11・く巾民、、果f1金

係まごお申しムみくたさい　定員にな
1〕次第縮ダ）切1’ま一斗

●林道のシンボルマーク

r森休を’芋り休業をお二す材、」重　12il」

村4活になくてはならない林道　13．自

然とのふれあいの林道　馬安全・快11塾

な林道一一のイメ・ンをテサイン化し

たものを募集しています色彩は自111

応募資格■ヒなたても

稲め切り■9月30日t当II消印イ1効）

宛先・問いr“わせ■〒1｛腺京都r代田

区1K田剛2．4　3水田町ヒ’レ「日本

桝、，巨「傷≦こ1容〔｝3－581　　2288

　超∴、161∫2「円以ド1について1よ、

　駈釦1～・乏イ手をしています　一一一人1県、

　4、原辱財光劉ヒ、永川1櫛の山、新
　貝ケ「「」；二F7｝モき’家力・歪）りま．ず

※　第2種住宅プ巧ち、櫛の山、新財
　111、ノ源直り’棟は随月，｝受f・lL封－

申し匹みヒ問い合わせ■巾建11史。果　容

「勺線23461ヘヒうそ

●手話講習会の受講生

騒象昔■巾内ま㌔はrbl圧郊にliむ渦

　　　　15歳以しのヒなたても
i『な内容■r話・ゲ1∫』習、聴覚1：軋i渚ヒ

　　　　の乞玩、レ馴四一／ヨン
申し込なヒ問い囲わせ■巾隔ト11’｝》務11斤

倉内線21b9

下水道きれし、な面の護計図

　9月10日は「4≧川下声道促進デー」こ

れは、ド尋（道建設の必要性やド水道に

対する理解と関心を深ダ）でいたたき、

全国的に促進ムートを盛りしげ、その

　推巡．をはかろうというものてす，

．　市でも、この促准テー行事の　つと
：して、つぎの窓下を行います。せひご

　不り片1ください

…　★浄化センター施設見学会

…　汚水かきれいになるしくみや、ド水

　道施設の維持管理を理解していただく

　ため、浄fヒセンターを市民のみなさん

　に開放します．
：

ド　
…全国下水道促進デー／9月10日

　見学を希望されるかたは、「水道課

まてお申し込みください。

　★相談所の開設

　排水設備、受益者負担金など下水道

に関することならなんでも、お気軽に

ご御可6炎ください。

期　 間■9月5日から14日まで〔土・日を除⇔

場　所■市下水道課

　交通制限にご協力を

　今年度も．下水道管を布設する工事

を永‘r、塩田、江良、曽根地区で実施

し、片側通行などの交通制限を行って

います、

　市民のみなさんには、いろいろとご

迷惑をおかけしていますが、快適な生

活環境をつくり、豊かな自然を守る下

水道事業の趣旨をご理解いただき、ご

協力くださいますようお願いします。

　　成人病検診実施中　　　乳がん検診実施中
11月30日まで（火、水、木、金）

当L」午百』感極まてに了術をしてお受けくたざし．

い、　蟄垢〉

平成3年3月30日まで（臥祝祭日除く）

費用は無料でず。

01
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．。、世帯＿岬1．　一■■■■■■■■■■■
．世帯数　19．530世帯　　け19）

ノ＼　　　　1．1　　58．789　ノ＼

ー
ノ
リ

女

27．649　ノ＼

31，140　ノ、

弓
’十

叶．27）

〔恥46）

　　ンの接種は病・医院で

接種でき6医蘭闘閲

●≡種混合苔断編嘗ワクチ

贈　；
’）－

寧L

「屯　　肺　　病　　院　52一．24〔．n　安　倍　1勺　叫　1、こ．院　53　．」7黙

14　　　　藤　　　［」炉、　　　院　　52　　3324　　1’己　　Fし　／・　括‘　炉．｝　1、．　院　　52　　253Lト

lll　l1　［」、　院　祀　22旧　r．　代　li1　病　院　52　7m

’く　　．1．＝　医　　院　～ビ　．．3：5757　じr　岡　「勺　F．．｝医．ひ卍　覧2　再4L17

111rし小1杷科1㌔、院　57玉　吟臼」F雨　旧　　中　　1知、　　院　祀　ご515

illド｛1「ヨF．ト胃腸卜II与．院　52　S11呂　、甫　　内「1外｝．｝匡脱　甜　2昭li

　々こ　　　…「1、　　　院　　54　　 ．墨．馳r亦　　　尺　ン㌔ゴ辱乏ケト「．ト」卜’腸i．卜1㌧こ院　　 52　　5汚：58

＝㍉．．　田　…E・．　院　5．｝4．」」」L　、～．　煮　　医　　院　祀　．｝引1．IFi

3・Fl「燦［．・、院「4罰5…レ．Ψ　　†．　1‘5．　院5」刷55

11…験　辱重．il、、院　納　漁kl趣　　辺　　病　　Pヒ　57　1川1

E　：1．1二内　匹　医　院　祀　11s8LF　　　　股　　病　　　院　認　川5．」

@　　　　1｝i　　　　　」F焉　　　　　F竃　　　 52　　　1瓦11　1

場　所■市民健康管理；∠（君内線2156）

対　象■昭和62年8月生まれ

　※時間はいずれも受付の時間です。

　　母子健康手帳も忘れずに。

納税メモ（9月）

水利地益鋭

固定資産税

国民健康保険視

1期

：；明

lll「り

と
じ
て
お
く
と
便
利
で
す

　ご活用ください

　　くらしのアドバイザー

　消費生活に関する簡易な相談や苦

情は、つぎの“くらしのアドバイザ

ー。へどうぞ。

児玉静枝£　細島914　　52－6917

小林和代え　美々津町2949　58－0605

日高民栄え　幸脇1279－158－0057

丸岡花子え　妙高259　　52－5414

伊豆野昭子え鶴町2－7－6　52－4420

①接種で．きる年齢／生後3か月から48

か月まで　②接種回数！4回　③料金、／

無料

　＝種混合は、これまでどおり健康管

理センターで行います。くわしくは、

市健康管理課〔君内線2156）へ．、

●9月の休日在宅医

⑰㊤＠e㊤
①新ちゃんが泣いた
　　　　　　　rアニ．メーション・56分）

②父ちゃんと出たぢのスクフム
　　　　　　　　　　塘り竪蜜・43分）

闘主　催　市教育委員会
　■と　き　9目19日㈱19：00～

日ところ　市中央公民館山予覚室

フィリピン大地震犠性者への援助を

i　去る7月16日発生したフィリピン大地震
1による死者は400人以上。最終的にはMlOO

i鰯華華鰭鑑
義援金および品物の寄附をお願いしたいと1
の依頼がありました．市総務課で受け付け
ていますので、ぜひご協力をお腰いします』
くわしくは市総務課（8内線22麗・2223）へ。

「
「

●乳幼児の健康診査

　3か月児
日　 β午■9月14、28日　 13：00一一14：00

士易　　 F可テ璽ヒi「白】f鴇健両㌃　　　（倉52－5101）

対　象■平成2年6月生まれ

　7か月児
【1　日与日9｝」21「】　　　　13二〇〇～14：00

｝易　　睡斤■HI司千思健F所　　　i：麿52－5101）

払f　象■1」ドb交2年2目硅詰まれ

　1歳児
E1　日㌻■9月18日　　　　　13：00一一14：（工0

場　所■lli民健康管理；ゴ〔容内線2156）

村　象■平成心年8月生まれ

　1殻6か月児
日　　口寺■9月20日遅　　　　13：00～14：00

場　Fi斤■市民健康管理夢1（容内線2156）

村　象■・F成ノ亡年2月生まれ

　3歳児
日　　β寺■g月7日　　　　　13＝00～14：00

2日■千代田病院（外・整外・胃腸・

　　　皮・麻酔科♂52－7111）　柳田

　　　［うミ院　（産婦八L手斗♂勝52．一2950）

　　　大平医院（内・小児科♂●52一一33

　　　37）

911■．＝木医院（産婦・外・胃腸・放

　　　身す線示斗♂●54－4468）　　　「i］Illl幌院

　　　（内・小児科’52－2515）　協

　　　手【1病F完　〔も肯神・神糸蓋千斗♂じ54一．28

　　　06）

15FI■負担耳も［うミ院（蓼吝汗多外f斗♂じ52－8191〕

　　　．．」1∫森【うく院　qメ」　・　胃腸手斗♂●52－40

　　　46）　　　永｝鷲［ケミF完　 （産婦人季斗♂じ52

　　　．3388）

16日■占賀内科胃腸科（♂D52－8118）

　　　f乞田医院（耳鼻・咽喉科♂D52－

　　　0266）　大久保医院（外・胃腸

　　　科’52－5338）　白石病院（内・

　　　放・■1、児・四乎H及器示帯4幽63－1365）

23日■lrlll羊クリニ・ノク　（ネ胚・理’三詐言参療

　　　科’52－5488＞　田中病院（内・

　　　放射線・精神科’63－2211）

　　　FI向内科（内・小児・胃腸科♂D

　　　52－0880）　篠原医院（産婦・

　　　月1＝P［拝斗♂り63－1059）

24日■こケ尻医院（整形外科’52一．一55

　　　57＞　　　康「日［ケミ院　（産婦ノ、手斗’53

　　　－7788）　松岡医院（内科’52

　　　－5407｝　沼田医院（皮・き胚尿

　　　旨尋季斗♂●52－3785）

30日■｛甫．h医院　（内・外・胃腸科♂）52

　　　－2936）　山口医院（耳鼻・咽

　　　喉科’52－2203）鮫島病院（精

　　　桝1・1勺手斗4●54－6801）

　※当番医がかわる場合があります、；

　　テレホンサービス（君53－1214）

　　で確認を．ノ

1．i「1

刷
用件は正しくあわτず119番

　　　一9月9日は「救急の日」一

■愛のご寄付（敬称略〉

今月の表紙

漆
屋
写
貞
印
刷
株
式
会
祉

〉松イ｛［El利i：中属（〕レ岡川ワ！．〔大L谷1

レ永坪睦∫．1束草場：トr♪原111豊1勝1曽根｝

［〉∫天属〔　ト　シ　イ　　Il，∫IP向＝｝　：：ノIll［II占｝トXミ　1：⊥ヒ

上匙　｝　レン　｝；1111fl≒　」「．〔　r琶山，；f【ll　）　二．：．P　F「」＝イ＜上辿　 r．〔　｝　［．

良）『：：・．イ＜田富！＝～己｛秋留｝［：．・黒イ＜1，芝行

〔　　1k　

∫
　
1 ：　｝　　　 じ淫F　　　　1　 1旨匹 ＝v　，Ii芋　　　 f

　
判fl　き「与　 ）　　　 ［、．一　 1　I　I　卜噛重　　 「．　で響モ

〔」ヒ田J．｝　［ン　 ～栖11rri∫F・　〔・♂「il　f艮）　［＞il［幸寸．け．

ヨr．〔新生田D　［．．！．唾ξノ｛チエf．〔III卜．］

　8月4・51iグ｝

　　　　　　　　　，2日歯噛恒1列の

1目向ひレ’ヒ

ニ夏祭り1が開
催され，ノく勢ゾ．，

見物客て．賑わい

圭L．た

　〆戸トは．

　　卜．♂、．ノ、・．「ナマ

Irり　、

尺∫？．も同時開「illざれ

たど日閲「．＝．した

　　はまくり抹イ1．圭つP．、フ

　　　　　　・カ．．．ニバルi11日
留日イ乱医．Fl．1婿「1．’ぐ11：．け馳．．．！でン

　　　　　　、［lr「1」ノ，憂が．骸ノ．

ピリオド　　＜∈≡華9
、

　．お矧いで．すわiは，Lド年のあいさ．

つ、言葉で．すか．．／戸トの夏はちょ・．ノと違

」・まづ．． 「．こク）諺トさはヒ「したもんカ・．」

そこごこで、会1活に・ピ・すとい・．．ていい

はヒ「出できた、峯．襲がこれです

　「；条lrl＝j4i：セ．．ロカi．」亜糸，’己45【lll冒蒐　ゴ～夏llカ‘

4〔，日間も続いたこプ）夏、これも異常気

象でしょうか　私も、水分を摂．，ては：

1；トを出しながら，夏の宮さに負けすに

燃えて、いい広報をつくらなくて1よ

　　　　　　　　　　　　　咽｝ノ
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